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TheJournalisopentoalloriginalcontributioninthewholefieldof
plantsociologyandphytogeography.
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languages.
AllcommunicationshouldbesenttoDr.G.MAsAMuNE,Odawara-Si,
Iriuda423,Japan.
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投稿規定
植物地理学，群落学などに関する論文，抄録，雑報，学会消息等で特に独創的なものを
歓迎する。また広く学界を対象としているので北陸と言う地域にこだわらない。
原稿は本誌四頁より長くならないこと。ただし特に長いものを出したい時は，組代を負
担されると出すことが出来ます。
日本文は勿論であるが，それ以外のどこの国の言語で書いてもよいが，外国文の場合は
日本語，日本文の場合は英，独，仏文のいづれかで要約したものを必ずつけて下さい。
原稿は小田原市入生田423,正宗厳敬宛に送ること。締切日は，12月，3月，6月，9
月の各15日とする。ただし登載の順序及び可否は編纂者が定める。
別刷・図版代は原則として投稿者の負担とするか，次第によってその幾分を補助する事
があります。
表紙写真の説明
あきざきやつしろらんGastrodiaconfusaHoNDAetTuYAMA'l､田
旧原市入生川で写した｡種子散布")はじまったもの”（止宗）
’本会出版物
吉川純幹：日本スゲ属植物図譜三巻は若干残って居ります。920円
正宗厳敬．里見信生編：小豆島の植物650円
望月陸夫：秋田県男鹿半島の植物60()円
（送料は含みません）
誌代本誌は年会費1000円（送料とも）です。御送金は振替口座金沢904番里見
信生宛に御願いいたします。
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